
栃木県立小山高等学校の再編について(第三期県立高等学校再編計画より抜粋) 

 

○中等教育学校への再編 

 小山高校は令和 10(2028)年度に中等教育学校へ再編します。 

              

 
   

 

 

 

 

 

 

 

○再編の詳細について 

(1)１学年の定員は、120人とします。 

(2)令和10(2028)年度から前期課程の募集を開始します。 

(3)令和 10(2028)年度入学生が後期課程に進級する令和 13(2031)年度に高校の

募集を停止します。 

(4)後期課程の学科は、普通科とし、進学に重点を置く単位制を導入します。 

(5)再編に伴い、必要な施設整備を行います。 

(6)新校の校名などについては、新校設立準備委員会にて検討します。 

 

○中等教育学校への再編の年次進行イメージ 
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〔中等教育学校〕  

後期課程
（高校段階３年）

前期課程
（中学校段階３年）

小学校

入学者の決定
（学力検査は行わない）

・１つの学校として、６年間一体的に中高一貫教

育を行います。 

・生徒全員が６年間の計画的・継続的な教育を受

けることができます。 

・高校から中学校へ学習内容を移行することがで

きます。 


